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名詞・形容詞の複数形



今日学ぶこと
menu

名詞・形容詞の複数形

・形容詞（名詞）の複数形の作り方：原則

・注意が必要な女性形
(1) -s, -x, -z で終わるもの → そのまま

(2) -al → -aux

(3) -au, -eau, -eu で終わるもの → x を加える

(4) 特殊な変化をするもの



■男性形：複数形の語尾 -s は発音しない。単数形と複数形は同じ発音。

→ -s をつけたことで t が語末でなくなっても発音は変わらない。

petit [pə-ti] （男性単数 m., s.）→ petits [pə-ti] （男性複数 m., pl.）

adj. 小さな・背の低い

■女性形：先に女性形の語尾 -e をつけてから複数形にする。単数形と複数形は同じ発音。

→ -s をつけたことで e が語末でなくなっても発音は変わらない。

petite [pə-tit]（女性単数 f., s.） → petites [pə-tit] （女性複数 f., pl.）

Grammaire 19-1 
名詞・形容詞の複数形形容詞（名詞）の複数形 (pluriel) の作り方

原則：単数形 (singulier) + s

単数形と複数形は同じ発音
複数形の発音は単数形に戻して判断する

古仏語では -s はもともと格変化語尾
（当然発音されていた）。主格単数形
と主格以外の複数形に -s がついてい
たが、主格形が消滅したため、-s は
複数形の指標となった。



Grammaire 19-2 
名詞・形容詞の複数形

形容詞（名詞）は性と数によって４つの形をとる

男性・単数 (m., s.) --- 男性・複数 (m., pl.) ---s

女性・単数 (f., s.) ---e 女性・複数 (f., pl.) ---es

allemand → allemands
allemande → allemandes

adj.ドイツ（人・語）の / n. ドイツ人（Allemand(e)）/ n.m. ドイツ語

■性別のある名詞も形容詞と同じ

étudiant → étudiants
étudiante → étudiantes

n. 大学生



Grammaire 19-3 
名詞・形容詞の複数形注意が必要な複数形 (1)

単数形が -s, -x, -z で終わっているものは
そのまま複数形として用いる（単複同形）

重ねて -s を付けない

français [frɑ̃-sɛ] (m., s.) → français [frɑ̃-sɛ] (m., pl.)  

adj. フランス（人・語）の / n.フランス人（Français(e)）/ n.m. フランス語

doux [du] → doux [du] adj. 甘い・暖かい・穏やかな

nez [nɛ] → nez [nɛ] n.m. 鼻

■その他単複同形で注意が必要な名詞・（男性形）形容詞

fils* [fis] n.m.息子 pays*[pɛ-(j)i] n.m.国

bas [bɑ] adj.低い 女性形：basse(s) [bɑ:s]

croix [krwa] n.f.十字架・磔刑 gaz [ցɑ:z] n.m. 気体・ガス

z, x には s が含ま
れている。古仏語
にさかのぼれば：

z = ts, x = us.

女性形は
douce(s)  [dus] 

les Pays-Bas（オランダ＝
「低い国」の意）は定冠
詞がなければ単数なのか
複数なのかわからない。

* fils, pays：
例外的発音
に注意。

gaz はオランダ17世紀の錬金術師 Van Helmontが「燃焼や
発酵によって放出される気体」の呼称 « gas sylvestre » に
用いたのが最初。語源はギリシャ語のΧάος（カオス）。



Grammaire 19-4 
名詞・形容詞の複数形

animal [a-ni-mal] →animaux [a-ni-mo] n.m.動物

national [na-sjɔ-nal] →nationaux[na-sjɔ-no] adj.国（民）の

注意が必要な複数形 (2)

-al [al] (s.) → -aux [o] (pl.)

複数になること
で発音が変わる

重要な例外

cheval [ʃəval] → chevaux [ʃəvo]
n.m. （雄）馬（雌馬：joument, 仔馬：poulain）

古仏語に由来する形。語末子音 l が複数

形語尾 s の前で母音化し u に変わったも

のを表すのに x ( = us) を用いた：

cheval+s → chevaus → chevax [ʃəvaus] 

そののち x = us であることが忘れられ、

発音に従って文字 u が再挿入 (chevaux) 

されたため、x は語末が u で終わる語の
複数記号となった。→ 次項：複数形 -x

■女性形の場合は原則通り+e(s)となるので注意

国際空港 un aéroport international [œ̃-na-e-rɔ-pɔ(:)r-ɛ-̃tɛr-na-sjɔ-nal] (m, s.)

→ des aéroports internationaux [de-za-e-rɔ-pɔ(:)r-zɛ-̃tɛr-na-sjɔ-no] (m., pl.)

地方都市 une ville provinciale [y-nə-vil-pro-vɛ-̃sjal] (f., s.)

→ des villes provinciales [de-vil-pro-vɛ-̃sjal] (f., pl.)

■同じく古仏語に由来する複数形：-ail+s > -aux

travail [tra-vaj] → travaux [tra-vo]  n.m.仕事・業績

単数形の後置形容詞
は先行名詞とのリエ
ゾンは禁止。複数形
の場合はリエゾン可
（必須ではない）。



Grammaire 19-5 
名詞・形容詞の複数形

注意が必要な複数形 (3)

-au（単数 s.） → -aux（複数 pl.）

-eau → -eaux

-eu → -eux

原則どおり単
数形・複数形
の発音は同じ

tuyau [tɥi-jo] → tuyaux n.m. ホース

gâteau [ցɑ-to] → gâteaux n.m. ケーキ・菓子

cheveu [ʃə-vø] → cheveux n.m. 髪の毛

■例外：-eu → -eus となるもの

pneu [pnø] → pneus n.m.タイヤ（略語）＜ pneumatique：n.m.タイヤ / adj.空気の

bleu [blø] → bleus adj.青い（通常の性数変化に従う） / n.m. 青

■これに準じて：-ou → -oux となるもの（７語のみ）がある

bijou [bi-ʒu] → bijoux n.m.宝石 genou [ʒə-nu] → genoux n.m. 膝

chou [ʃu] → choux adj.キャベツ・シュークリーム（=chou à la crème）



Grammaire 19-6 
名詞・形容詞の複数形注意が必要な複数形 (4)

特殊な複数形

■新しい複数形（単数形+s）と古語由来の形が併存する語
*古形は中世以降の複数形の変遷：l+s → us → x → ux の跡をとどめる

œil [œj] → yeux [jø]* / (œils [œj]) n.m. 目

ciel [sjɛl] → ciels [sjɛl] / (cieux[sjø]*) n.m. 空・天

■発音のみ古語の影響が残る複数形：
単数形の有音語末子音が複数形で無音となる。

œuf [œf] → œufs [ø] n.m. 卵

bœuf [bœf]→ bœufs [bø] n.m. （去勢された）雄牛

os [ɔs]→ os [o] n.m. 骨

新しい複数形 œils の使用はまれ。

古語由来の cieux は「（神のいる）天、天
国、神」の意や、文学的な表現で使用。

古仏語では単数形の語末子音 c, f, m, p は複
数形の s（有音）がつくと脱落した：
clef + s = clés（現代語で「鍵」を表わす語の
二種の表記 clef, clé はこれに由来する）。
16 世紀以降、複数形の s が無音となり、単
数形と複数形の単一化が進むなかで、古仏
語の名残をとどめる語もある。

os の音変化は

œuf, bœuf からの
類推によるもの




